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2021年度　全学FD・SDフォーラムを開催しました。

2021.Nov.vol.11

第一部は「ハラスメントを考える  −学生中心の学びに向けた教育文化醸成のために−」、第二部は「都市大の
新しい教育へのチャレンジ」をテーマに、活発な意見交換が行われました。本稿では、教育開発機構が主催した
第一部について取り上げます。

　「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」
（2018年文科省中教審）において、学修者本位の教育への
転換が示され、本学でも、学生中心の教育に向けて、アク
ションプラン2030に基づき様々な教育改革が行われてい
ます。既存の教育システムの見直しや新たな施策を進め、

「心に学びの灯をつける」プログラムとして本学独自の統合
的科目SD PBLも始まりました。
　このような施策の中、実際の教育の場は、学生同士、ある
いは学生と教職員の間のコミュニケーションや信頼関係が
あって成り立つものですが、コロナ禍によりオンライン教育
が増え、相互理解がこれまで通りとはいかなくなりました。
コミュニケーションや信頼関係が崩れる場面のひとつにハ
ラスメントが挙げられます。
　そこで、学修者中心の教育を掲げている私たちの、学生と
の接し方を考え直してみる機会とすべく、今回のテーマをハ
ラスメントとし、教育開発機構とハラスメント対策室との共
同企画としました。
　本学のほぼ全教職員約420名に加え連携協定校からも
31名のご参加を得て、東北大学名誉教授の吉武 清實先生
には基調講演を、協定校の玉川大学 渡邉 透様からは事例の
ご紹介をいただき、盛会のうちに終えることができました。

　昨今のコロナ禍やICTの時代、私たちが接するのは当
然ですが令和の学生で昔の学生とは考え方が異なりま
す。「最近の若者は！」と嘆いている方も少なくないでしょ
うし、新しいタイプのハラスメントも急増しています。そ
こで、最新の事例について理解を深め、その対策や防止
について学ぶ、これが今回の目的になります。ちょっとし
たハラスメントであれば、心構え1つで簡単に回避でき、
本学の将来にとって大きなプラスになります。
　SDGsやSociety 5.0といったキーワードが掲げられ、
学修者本位の教育への転換、多種・多様な学生の受け入
れが求められるのが令和の時代です。教員が中心だった
昭和感覚の指導は、即、ハラスメントです。18歳人口は
減少し、社会や国に対する意識が低い学生もいる中、「ど
のような教育をすればよいか？」難題です。想定外の事態
も起こるでしょう。今まで以上に学生相談室との連携が
必要になります。
　そこで、方向性の一つとして示したいのは、「学生の主
体的な学びを土台とした学生中心の教育文化を醸成す
ること」です。今回のフォーラムで共通認識を深め、ハラ
スメントのない教育の場を提供する。これが今後の私た
ちに求められる使命ではないでしょうか。

ハラスメント対策室 室長

飯島 正徳
副学長・教育開発機構長

大上 浩

ハラスメントを考える なぜ今ハラスメント
なのか－学生中心の学びに向けた

　　教育文化醸成のために－



　ハラスメント事例について詳細に報告したいが、守秘義
務等様々なことを考えると詳しく書けない、というのが実
情です。このような背景があるため、ハラスメントは本学で
も起きているにもかかわらず、ほとんどの教職員がその存
在を知らない（知らされていない）というのが現状です。
　例えば2019年3月のアンケート調査（学生回答率
6.4％）では59人の学生が教員からハラスメント受けたと
答えています。しかしハラスメント相談室が2019年度に関
わった学生・教員間のハラスメント（学生が被害者）は9件で
した。つまり多くの学生が泣き寝入りしているかもしれない
現状があります。学生の多くが、どうせ何をしても変わらな
い、波風を立てたくない、リスクを冒したくないと考えて、
黙っているのです。勇気を出してハラスメント相談に訪れ
た9名は氷山の一角です。特に大学卒業後に学生との関係
が消えてしまう研究室は要注意です。
　卒業後も笑顔で恩師を訪れ、東京都市大学に恩返しした
いという気持ちが自然にわいてくる教育を提供したいもの
です。

　今年度は、協定校の亜細亜大学、玉川大学、福井工業大
学、琉球大学からも31名のご参加をいただき、総参加者は
450名を超えました。
　本学ハラスメント対策室長の飯島先生の趣旨説明『最新
のハラスメント事例を認識し「学生中心の教育文化醸成」に
向け、教職員の立場からできることを考える機会としたい』
とのメッセージに始まり、東北大学 名誉教授 吉武清實先
生のご講演では、ハラスメントの事例と教育的対応につい
て豊かなご経験に基づく貴重な知見を、温かい語り口でお
話しいただきました。続いて玉川大学および本学、そしてド
イツ、オーストラリア出身の職員から母国の事例紹介があ
り、質疑応答では学生の背中を押す効果的な方法等につい
て活発な意見交換が行われました。最後に、「認知過程」に
おける「感情」の重要性が紹介されました。
　フォーラムを通し、ハッと気づかされたり、ドキッと感じた
りした参加者も多かったと思います。この「ハッ」や「ドキッ」
を記憶にとどめ、これからも教育改善を進めていきたいと
思います。

ハラスメントのバロメーター
（公正なる人格の陶冶）

全学SD/FDフォーラムアンケート集計結果

ハラスメント相談室長　髙橋 国法 FD推進センター副センター長　栗原 哲彦

①「�学生に対してリスペクトを持って接すればハラス
メントは起らない」とおっしゃられたことが、まさに
本質を突いていると感じました。

①�研究室の学生の指導は密室になりやすいため、「天
に見られているという気持ち」を持つというのは重
要なことだと思いました。

①�学生との何気ない会話を思い返すと、ドキッとする
会話をしていることに気づきました。

②�学生の「なまの声」を豊富に紹介して頂いたことは
非常に参考になりました。

②�現在相談案件にまで至っているケースは、本学内で
の「氷山の一角」であることを思い知らされました。

第１部のプログラムの中で、特に印象に残った
プログラムとその理由をお聞かせください。
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特に印象に残った理由について

第１部のそれぞれのプログラムはいかがでしたか？

講演
1.

 未解答

【第1部】プログラム3

ケーススタディ及び解説
2.【第1部】プログラム4①

協定校のケーススタディ
3.【第1部】プログラム4②

身近なケースの対応について意見交換
4.【第1部】プログラム4③

学生中心の教育文化を考える
5.【第1部】プログラム5

【第1部】プログラム3
講演

（東北大学 吉武清實 名誉教授）

【第1部】プログラム4①
ケーススタディ及び解説

（ハラスメント相談室長）

【第1部】プログラム4②
協定校のケーススタディ

（玉川大学）

【第1部】プログラム4③
身近なケースの対応について

意見交換

【第1部】プログラム5
学生中心の教育文化を考える

（FD推進センター長）

 未解答

 1. 大変参考になった

 2. 参考になった

 3. あまり参考にならなかった

 4.まったく参考にならなかった

フォーラムで感じた
「ハッ」や「ドキッ」を大切に
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シラバス作成　　ワンポイントアドバイス

～ 学びを促すシラバスとは ～ FD推進センター

授業実践はシラバスの作成から始まります。学びを促す授業を設計し実践するためには、学びを促すシラバスが書けるこ
とが必須です。ここでは学びを駆動するポイントであり、作成時の難所である、「達成目標」と「成績評価」について紹介し
ます。

　「達成目標」として適さない言葉は、修得する、身につける、理解する、知る、伸ばす、姿勢を養う、基礎を養う･･･などです。
えっ!?と驚かれた方もいらっしゃると思いますが、これらの言葉は、「科目概要」の欄の中で、「科目の目的」を表す際に使ってく
ださい。
　では、達成目標にはどのような言葉が適しているのでしょうか。例を以下に紹介します。

　「辞書を使って」や「期限内に」などの、条件や基準がある場合は具体的に示します。
何がどの程度できた時に、授業概要に挙げた目的を達成したと判断するのかを書かないと、学生は、何をどのように努力をす
ればいいのかがわかりません。
　「成績評価」は、学生が「達成目標」を達成できたのか、達成していないのか、達成状況はどのくらいなのか、教員はもちろん
学生自身が納得し把握できる「項目」「方法」「基準」「重み付け」などを具体的に示すことが重要です。目標と達成度測定（評価）
に整合性がないと、学生はシラバスを見ないようになり、主体的学びが引き出せないことになります。

参考図書：中島英博 編著『授業設計』、『学習評価』  玉川大学出版部（2018）

知識（認知的領域）	 ： 記述できる、説明できる、比較できる、分類できる、概括できる、構築できる、価値づけができる･･･
技能（精神・運動領域）	： 模倣できる、創造できる、操作できる、走る（動作）、調べる、工夫する、熟練する･･･
態度（情意的領域）	 ： 参加できる、協調できる、配慮できる、受容できる、表現できる、一貫性をもってできる･･･
※各領域にはレベルがありそれによって言葉が変わりますし、分野特有の言葉もあります。詳しくは参考図書を参照。

　2021年度「都市大・教育フロントランナー賞（TCU-EFR 賞）」選定を行います。
　今年のテーマは「これからのWithコロナ時代に残したい、教育手法・場作り」で、Withコロナ時
代、その後のアフターコロナ時代の授業の工夫や知恵を募集します。
　TCU-EFR賞は、本学の教育改善への貢献に資する「教育設計・実施を担った教員または教員
グループ（いずれも専任教員）」をフロントランナーとして表彰するもので、今年で2回目となりま
す。本事業の趣旨に合う実践を各学科より１～２事例、ご推薦をお願いします。自薦も歓迎します
が、主任教授を通して学科からエントリーしてください。
　多くの皆様よりチャレンジングな取り組みをお寄せ頂きますようお待ちしています。

TCU-EFR賞の候補者を募集します！ FD推進センター

■ 大学教育には高次の目標到達が求められる

レベル 認知的
領　域

精神運動的
領　　　域

情意的
領　域

　　高次

評価 自然化 個性化

統合
分節化 組織化

分析

精密化 価値づけ応用

　　低次
理解 技巧化 反応

記憶 模倣 受け入れ

■ 設定した到達目標に適した習得能力の測定方法（評価）を示す（◎：適している、○：工夫が必要）

知識・理解 思考・判断 技能 関心・意欲 態度

筆記試験 ◎ ○
論述課題 ○ ◎

論文課題（レポート） ○ ◎ ○ ○ ◎
観察法 ○ ○ ◎ ◎ ○

口述（面接）試験 ◎ ◎ ◎ ○
実技・実演 ○ ◎ ○ ○

ポートフォリオ ○ ○ ○
自己評価 ◎ ○
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T O P I C S

知識集約型社会を支える人材育成事業シリーズ

岩尾 徹理工学部長・「ひらめき・こと・もの・ひと」づくり運営委員会　委員長

　「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラム（以下 当プ
ログラム）は、2023年度に理工学部全学科に展開、2024
年度に全学部全学科に展開をすることとしております。
　2023年度以降は、新たに「くらしづくり」の科目群を新設
し「ひらめき・こと・もの・くらし・ひと」づくりプログラムとな
る予定です。定員は、全学で400名とし、各学科から10～
20名の学生が参加することを想定しています。本稿では、
当プログラムの今後の展開に向けたグランドデザイン（案）
をご紹介します。下記に示す内容、特に、単位数、科目、シラ
バスなどは、今後、各学部・学科・部門と調整の上、2022年
10月までに方向性を決定していきます。
　当プログラムでは、目指す人材像として、『価値を創造で
きる次世代の「社会変革のリーダー」、ゲームチェンジ時代の

「製造業を切り拓く人材」』を掲げており、これらの人材を育
成することによる日本の製造業の国際競争力向上を目指し
ています。
　全学展開にあたっては、製造業のみならずあらゆる分野
において『価値を創造できる次世代の「社会変革のリー
ダー」、ゲームチェンジ時代を切り拓く人材』の育成を目指
します。
　この全学展開に向け、文理横断・学修の幅を広げる科目群

（42単位）として、「ひらめきづくり」「ことづくり」「AI・ビッグ
データ・数理データサイエンス」を、分野融合（もの×くらし）
の科目群（56単位）として、「ものづくり」「くらしづくり」を、
グローバル・幅広い教養と統合的な学びの科目群（26単

位）として、「ひとづくり」を設置します。（図１）
　ここで、「ものづくり」は、理工学部、建築都市デザイン学
部、情報工学部を対象とし、「くらしづくり」は、環境学部、メ
ディア情報学部、都市生活学部、人間科学部を対象としま
す。修得単位数は、自学科の科目を40単位、所属している
科目群の他学部他学科履修を8単位（自学科の専門科目と
して認定）、所属していない科目群の他学部他学科履修を8
単位（自由選択として認定）とします。
　「ひらめきづくり」、「ことづくり」、「ひとづくり」は、できる
限りさまざまな学科の学生が一緒に学んで行けるような時
間割にしたいと考えています。
　2023年度の理工学部展開の際は、全学展開に先行して

「ものづくり」の拡充と「くらしづくり」の新設をする予定で
す。これらは、既存の副専攻の枠組みを発展させることを検
討しています。
　入試では、当プログラムへの参加を希望する受験生向け
に、既存の総合型選抜（１段階選抜制）における学際探究入
試の実施学科拡充を、さらに一般入試では探究総合問題を
導入できないか検討を進めています。2023年度の理工学
部展開や、2024年度からの全学展開にあたっては、効果的
な入試広報が行えるよう、導入１年前には教育課程を確定
していきたいと考えております。
　新しい教育への挑戦である当プログラムの全学展開と
教育の質の更なる向上に向け、教職員の皆様の御協力をお
願い申し上げます。

図１ 「ひらめき・こと・もの・くらし・ひと」づくりの科目群（案）

専用サイト https://hirameki.tcu.ac.jp

2024年度の全学展開に向け
「ひらめき・こと・もの・くらし・ひと」づくりプログラムのグランドデザイン

文理横断・学修の幅を広げる
（42単位）

文理横断・学修の幅を広げる
（42単位）

ことづくりことづくり
AI・ビックデータ

数理
データサイエンス

AI・ビックデータ
数理

データサイエンス
ひらめきづくりひらめきづくり

ものづくり × くらしづくりものづくり × くらしづくり
ひとづくりひとづくり

11単位11単位 20単位20単位11単位11単位 48単位 × 8単位48単位 × 8単位 26単位26単位

分野融合
（56単位）
分野融合
（56単位）

グローバル・幅広い教養と統合的な学び
（26単位）

グローバル・幅広い教養と統合的な学び
（26単位）

人間
環境
都市

人間
環境
都市

く
ら
し

も 

の

　　　　MDASH-Literacyに認定されました！ 学生の数理・データサイエンス・ＡＩへの興味・関心の向上、適切な理解の促進、活用する能力の
育成を目指す、体系的な教育プログラムとして認定されました。

　　　　第3Q授業相互参観週間を実施しました！ 第3Qの10／19から2週間、オンラインで実施。専用アプリで見学授業を選び、見学後に振り返
りを記述して得られた気づきから自身の教育活動を考察しました。年4回実施します。

　　　　教育サポートスタッフ研修 マニュアル作成中！ TA、SA等の教育サポート研修を行いました。アンケートで質問対応やコミュニケーションに不安
があるとわかり､教育理論に基づいた具体的な対応方法について研修を行いました。

数理DS

FD推進

FD推進


